
916 堅実な努力を

は当然のことでも，第三者が読む場合，意外に別の解釈

をされるものである．（2）日本語では主語述語の対応が

比較的あいまいでも通用するカ㍉技術報告としてはこの

対応関係をはっぎりさせるべきである．（3）文と文1パ

ラグラフとパラグラフ1，節と節のつながりに論理性をも

たせ，一論理の追従に読者側に負担をかけないように心が

けること．

“6．私が気象台に入る直前に，恩師が・r地球物理学は

なまの自然現象を扱うのだから，観測を大事にするよう

K．物理のようにもう・一度条件を整えて実験や測定をし

亘すことはできないのだから⊥と言われたことを，今も

私の脳裏に大切にしまっている．電子計算機にようて数

値“実験”が可能にな「うたとは言え，考え方の正否は観

測との照合によって決せられることを思うと，’恩師の言

葉は今も生きている’ものと思う．’一

　しかし，調査研究の方法というものは，『時代によって

’も変わり得るものではないかという気もする．計算機が

発達した今日では，労力をかけて計算しただけでは意味

のないこともあろう．i気象学の発達段階により主要なテ
ー
一
マ
も
変 わり，それに応じて調査研究のやり方も変わる

ものだろう．しかし，努力しなければ何も得られないと

いうことだけは確かである．努力しても良い成果が得ら

れないかも知れないが，その時は，自分が心を燃やして

努力した事自体に満足すべきである．

　　　覧
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　本書は，日本火災学会25周年の記念出版物の一つとし

で出されたものである．著者は，元気象庁長官であり，

日本火災学会の会長にもなられたことがあり，気象と火

！災との関係についても多くの論文を書かれている．．

　本書では，長年の研究を踏まえ，．気象と火災との関連

をいろいろの面から解説したものである，そめ特徴は，

多くの実例をあげ，具体的に解説していること，また，

火災と気象との関連を解析的に示していることなどであ

ろう．たとえば，振袖火事，お七火事などの江戸の大

火，関東大震災の折りの被服廠における炎の旋風などに

ついても，かなり詳しく述べている．また，火災実験の

結果についても触れている，したが6て，気象と火災と

の関連が具体的に理解しやすい．

　その目次を紹介するとつぎの如くである．序章，燃焼

と消火・日本における火災の実聾・、火災と気象・火事が

つくる気象，火災のシミ三レー乎ヨンー

　多くの人にすすめたい本の一つである．
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